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迅速染色法(松永・古山 1964) により， (2) 染色体: Moor head et al. (1 961)の報告した末梢血
液の白血球培養法を基本とし，その分裂細胞について改良せる染色法により染色同定した。同定には
Den ver system (1960) を採用した。
〔結果〕




(2) 男性半陰陽群: 13例では性染色質の出現頗度は 0--2 %，平均0.1 労と陰性であり，染色体表
は 46/XYでいずれも正常男子と同様であった。共通の臨床症状は外尿道口の異常開口と泌尿性器洞
の残存であり，性腺である畢丸の病理組織学的所見は間質および精細管の発育不全である。
(3) 真性半陰陽群: 5 例のうち 4 例は52"""'70% ， 1 例は 196であり，染色体表は性染色質陽性例 4
例では46/XXで，陰性の 1 例は46/XYであった。臨床症状で特別のものは女性々器の存在であり，
陰核は 5 例とも陰茎様に発達し，外尿道口は陰核基部に閉口し，いわゆる尿道下裂の状態である。泌
尿性器洞は残存し，性腺は， 4 例は卵巣と畢丸を有しており， 1 例は皐丸と Ovotestis であった。
(4) 性腺形成不全症群(ターナー症候群) :外観的に女性である 4 例は 0--2 %，男性である 3 例
は 0--2 巧といずれも性染色質は陰性である。染色体表は前者は 45/XO で Y染色体の欠如を証明し
後者ではその 2 例が45/46およびXO/XY とモザイクを示し， 1 例は 46/XY と正常男子と同様であ
った。共通せる臨床症状は，短駆，羽状頚，外反肘および二次性徴発現不全であり，その他尿中ゴナ
ドトロピンの著増傾向および痕跡的性腺である。
(5) 無性腺症候群: 4 例のうち細胞遺伝学的考察を加えたものは 1 例のみで，性染色質は 1%と陰
性で，染色体表は 45/X 0 であった。臨床的な共通点は類官官的体駆，性的装飾の皆無および無性腺
である。
(6) 高コゃナザトロピン性宰丸形成不全症群(クラインフエノレター症候群) : 14例のうち 7 例の性染




(7) 低ゴナドトロピン性皐丸形成不全症群(類官官症) : 21例の性染色質は 0--4%で平均 0.4%






























認定し得るものである口以上，本論文は上記の諸点について ， q:!J: に有意義かつ最も新らしい考察と認
めるものである。
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